
参加者募集要項 

海外事情研究所主催・高大連携事業 

 

東京外国語大学では、本学の世界各地域の歴史学担当スタッフによる最新の研究成果を公開するとともに、高校

で世界史教育を担当する先生の方々との対話を通じて世界史教育に新たな視座を示すことを目標に、今年度も２日

間のセミナーを実施します。今年は２日目の昼休みに意見交換会も設けますので、その機会に日ごろの世界史教育

での悩みなど一緒に考えていきましょう。皆様のご参加を心よりお待ちしております！ 

尚、8 月 3 日（金曜日）9 時半より全歴研の講演もあります。こちらも是非ご参加ください。 

20１2年8月3日(金)～4日（土） 東京外国語大学府中キャンパス 研究講義棟 115（予定） 

プログラム ※今後の調整によって、多少、変更になる可能性もありますので、ご了承ください。 

１

日

目 

3 日（金） 

13:30～14:00 受付 

14:00～14:10 海外事情研究所所長挨拶（鈴木茂） 

14:10～15:10 「「アラブの春」のその後： 

絡み合う紛争がもたらす「民主化」の阻害」（青山弘之） 

15:10～15:30 質疑応答 

15:30～15:50 休憩 

15:50～16:50 「近世日本における差別と地域社会」（吉田ゆり子） 

16:50～17:20 質疑応答 

２

日

目 

４日（土） 

09:00～09:30 受付 

09:30～10:30 「東南アジアを中心として見た 7～9 世紀の仏教世界」（青山亨） 

10:30～10:50 質疑応答 

10:50～11:10 休憩 

11:10～12:10 「ホロコーストとマイノリティ： 

両大戦期中欧の世界史的変動」（相馬保夫） 

12:10～12:30 質疑応答 

12:30～14:00 質疑応答昼休み意見交換会・懇親会（学生会館ホール） 

14:30～15:30 「フランス植民地における農村の変容と「文明化」 

～チャド共和国の事例から～」（坂井真紀子） 

15:30～15:50 質疑応答 

 

 

８月３日（金曜日）9:30～11:00 全国歴史教育研究協議会東京大会特別講演 場所 研究講義棟 115 

「赤道の南には過ちはない：南大西洋と世界史」（鈴木茂） 

入場無料！ 
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